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●
高
輪
地
区
は
歴
史
・
文
化
の
貴
重
な
宝
庫
で
あ
る

こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。（
明
石
）

●
安
心
安
全
な
ま
ち
を
守
る
た
め
に
、
普
段
の
地
道

な
活
動
を
行
っ
て
い
る
多
く
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
街

は
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
取
材
し
て
改
め
て
実
感

し
ま
し
た
。（
安
藤
）
 

 

●
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
、百
年
前
と
比
べ
て
、

あ
ら
ゆ
る
面
で
超
飛
躍
的
に
進
歩
し
ま
し
た
。
今
か

ら
百
年
後
は
ど
ん
な
世
界
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
。百
年
後
の
人
々
は
〝
今
〞
を
ど
う
評
価
す
る
の
で

し
ょ
う
か
。
私
達
の
日
々
の
営
み
が
次
の
百
年
に
つ

な
が
る
の
で
す
か
ら
、１
日
１
日
を
責
任
を
も
っ
て
、

大
切
に
生
き
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。（
伊
関
）

●
並
外
れ
た
知
力
と
体
力
と
幸
運
に
恵
ま
れ
た
手
嶋

龍
一
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
、
健
康
に
留
意
さ
れ
人
生

を
楽
し
み
つ
つ
美
し
い
日
本
語
と
緻
密
な
構
成
力

で
、
我
々
に
は
見
え
な
い
近
未
来
の
世
界
を
ご
教
示

く
だ
さ
い
。（
河
村
）
 

●
メ
ー
ル
で
の 

情
報
交
換 

超
便
利 

最
重
要
は

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
（
坂
下
）

●
エ
レ
ー
ナ
さ
ん
お
す
す
め
の
ド
ラ
ニ
キ
、
と
て
も
美

味
し
い
で
す
。
お
や
つ
に
も
い
い
で
す
よ
。
是
非
作
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。
東
麻
布
に
、
日
本
で
唯
一
の
ベ
ラ

ル
ー
シ
レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ
る
そ
う
で
す
。（
滝
川
）

●
高
輪
地
区
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
数
多
く

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
全
て
を
紹
介
で
き
な
い
の
が
残
念

で
す
。
お
も
し
ろ
い
イ
ベ
ン
ト
や
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た

イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
ご
一
報
を
！（
田
中
）

●
今
回
は
、
は
じ
め
の
内
の
取
材
し
か
参
加
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
皆
さ
ん
に
お
任
せ
で
し
た
が
、
楽
し
か
っ

た
で
す
。（
中
嶋
）

●
休
み
が
ち
で
す
が
、
や
さ
し
い
友
人
達
に
励
ま
さ
れ

楽
し
く
続
け
て
居
り
ま
す
。（
安
）

●
い
ろ
い
ろ
な
分
野
で
活
躍
す
る
女
性
た
ち
は
、
頼
も

し
く
、
そ
し
て
美
し
い
。
ど
こ
ま
で
範
囲
が
広
が
っ
て

い
く
の
か
楽
し
み
で
す
。（
谷
知
）

●
9
・
1
1
の
ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ
の
模
様
は

臨
場
感
あ
ふ
れ
る
Ｔ
Ｖ
レ
ポ
ー
ト
に
よ
り
今
で
も
記

憶
に
新
し
い
。そ
の
レ
ポ
ー
ト
を
さ
れ
た
手
嶋
さ
ん
。

今
で
も
変
わ
ら
な
い
優
秀
な
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し

て
の
人
と
な
り
が
印
象
的
で
す
。（
吉
田
）

●
次
回
掲
載
記
事
の
た
め
に
、
充
分
な
準
備
を
し
て

お
こ
う
と
思
い
ま
す
。（
渡
邉
）
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　高輪警察署署員の方の話では、この高輪地区管内の住宅地は
東京では犯罪の少ない地域だそうです。特に、最近、住宅への侵入
窃盗（空き巣）が減ってきているのが特筆されます。新しいマンション
はセキュリティを強化されたものが多く、マンションの入口にすら、なかな
か入ることができなくなりました。それも一つの要因でしょう。しかし、
その理由だけではありません。
　署員の方の話では「地域のコミュニティがしっかりして、住民がお互い
に注意して見守っているから」だそうです。さらに、港区では「みんなと
パトロール」という標語を掲げ、住民、区職員、委託業者など一体となっ
て地域をパトロールすることに力を入れています。住民のパトロールは町
会だけでなく、いろいろな団体で行っています。区職員も自転車でパト

ロールしている姿も見かけます。委託業者の「みんなとパトロール」の車
も巡回しています。また、交番のおまわりさんも自転車で地域を回ってい
ます。住民、行政が一体となった地域安全の取り組みの成果が少しずつ
現われてきているのでしょう。
　港区の人口の統計を見ると、高輪地区総合支所管内には、20代～40代
の女性数が男性数より多く、単身女性が多く住んでいるのではないかと
思われます。単身女性が住居を構える時、地域が安全であることが重要
な条件になっています。女性が多いということは、女性から地域の安全
性が評価されているのかも知れませんね。しかし、くれぐれも油断は禁物
ですよ。地域の安全は、一人ひとりの防犯意識の向上が基本であること
は言うまでもありませんから・・・。

犯罪の少ない安全なまちに

表
紙
絵
　

国
立
自
然
教
育
園
に
て

              

ア
�
ト
ト
ラ
ス
ト
・
高
輪
水
彩
ス
ケ
�
チ
倶
楽
部
　
鈴
木 

恒
雄 

さ
ん

※ワークショップとは、区の具体的な計画づくりや設計作業の段階で、住民・
　行政が協働してつくり上げていく場であり、住民主体、住民参加型のまち
　づくりの手法です。　　　　　
■高輪森の公園
　第一回ワークショップ　平成22年９月３日開催（計5回を予定）
　港区の公園の中でも特有な自然の地形（斜面地）や歴史を感じさせる岩組
　みなど、現在の自然を生かしつつ、様々な可能性が期待できる公園づくり
　が進められそうです。　　　　　　　
■高輪一丁目児童遊園（拡張整備）
　第一回ワークショップ　平成22年９月22日開催（計6回を予定）
　現児童遊園の隣にあった宮内庁高輪宿舎１号棟跡地を取得して、児童遊園
　を拡張することで、防犯上の安全性確保と緑豊かな斜面緑地を生かした
　新たな公園に生まれ変わることが期待されます。

身近な法律トラブルに対して、明治学院大学出身の弁護士、司法
書士、弁理士、税理士、行政書士、社会保険労務士など専門法律
家が相談を受けます。相談時間は1人あたり30分以内です。
日　時： 平成22年11月3日（水・祝）11：00～16：00
 （受付は10：30～15：30）
場　所： 明治学院大学白金校舎1452教室（白金台1-2-37）
対　象： 区内在住・在勤・在学者
申　込： 直接会場にお越し
 ください。

平成22年度

子育てママのほっとひといき講座 マタニティ教室
出生後５～８ヶ月児の第一子の赤ちゃんとその保護者を対象に、「ベビー
マッサージ」・「生活リズムのつくり方」・「赤ちゃんの栄養」・「事故予防」な
どについて講義します。また、子ども連れで遊べる場所などの情報交換や港
区の子育てサービスの紹介など、親子や他の参加者と交流しながら一緒に
理解を深めていきます。

日　時： 平成22年12月2日･16日／平成23年1月6日･1月20日（木・全４回）
　　　 13：30 ～ 15：00
対　象： 区内在住で、平成22年4月～8月生の第一子の赤ちゃんとその保護者
定　員： 12組（抽選）
申　込：11月25日（木・必着）までに、往復はがきでお申し込み下さい。
往復はがきの往信面に①「子育てママのほっとひといき講座」参加希望
②氏名・生年月日（ママと赤ちゃん）③住所④電話番号⑤「育児について思
うこと」を明記の上、返信面に郵便番号・住所・氏名を書いて、下記問い
合わせ先まで（住所は枠外参照）

妊娠20週以降の妊婦で初めて出産されるママとパパを対象に、「妊娠中
の過ごし方」・「お産の経過と呼吸法」・「沐浴の仕方」などについて講義
します。また、妊娠中に知っておきたい「母子保健と福祉の制度」や「妊
娠中の栄養」など安心して出産できるようにするための教室です。

日　時： 平成22年12月16日／平成23年1月20日（木・全２回）
　　　 10：15 ～ 11：30
対　象： 区内在住で、妊娠週数20週以降、初めて出産されるママとパパ。
定　員： 10組（抽選）
申　込：12月9日（木・必着）までに、往復はがきでお申し込み下さい。
往復はがきの往信面に①「マタニティ教室」参加希望②氏名・生年月日
（ママとパパ）③出産予定日④住所⑤電話番号⑥「妊娠・出産について
気になること」を明記の上、返信面に郵便番号・住所・氏名を書いて、下記
問い合わせ先まで（住所は枠外参照）

相談のイメージ

法律相談会
を行います

今回の2つの公園とも平成24年
度（予定）の整備工事～開園に向
けてのスタートとなりましたが、
これまで亀塚公園や白金台どん
ぐり児童遊園が同様の手法で整
備されてきており、整備後も住民
がつくり上げたという気運のたか
まりが感じられる公園になったこ
とでも、将来が楽しみですね。

救急相談センター（24時間受付・年中無休）
  携帯・プッシュ回線　＃ 7119
  つながらない場合は　☎ 3212－2323

【問い合わせ】
高輪地区総合支所
協働推進課地区政策係
☎ 5421－7123

高輪地区で2つの公園づくり
ワークショップが始まりました

高輪消防署からのお知らせ

無料

迷ったら

病院にいった方がいいのかな？

＜2講座共通＞
講　師： ・高輪地区総合支所の保健師
 ・歯科医師　園部昌志
 ・ベビーマッサージセラピスト　木村明子
 ・栄養士　兼子倫子
場　所： 明治学院大学社会学部付属研究所
【問い合わせ】区民課保健福祉係　☎ 5421－7085
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（担当／滝川・安・中嶋・河村）

（担当／田中・中嶋）

材料 4人分（8枚） 作り方

　｢昔から、困った人を手助け
するのが好きでした｣と明るく

語る警視庁高輪警察署防犯係の岩元さゆりさん。男性が圧倒的に
多い職場で、現在女性警察官は約15名。岩元さんは若手署員を指
導しながら業務にあたっています。
　学生時代に合気道を習得し、それを生かせる職場を、と願って
警視庁入り。しかし、自動車警ら隊に配属された時は酔っ払いの
保護や喧嘩の仲裁に当たることもあり、身の危険を感じるような
事態に遭遇したこともしばしばでした。
　高輪署に転勤になる前に数カ所の署を経験していますが、｢地
区によって随分カラーが違うものですね。高輪地区は比較的犯罪
が少ないです。それは、歴史がある街で地域コミュニティがしっか

りしていて、みんなで街を守るという意識が強いからではないで
しょうか｣と話す岩元さん。今年の秋からは女性警察官による交番
勤務も開始され、それに合わせて体を鍛え、銃の扱いや逮捕術も
身につけなければ、と顔を引き締めていました。
　なかなか時間通りには帰れない職場ですが、息子さんが「将来、
警察官になりたい」と言うのを聞いた時は思わずグッとくるもの
があったそうで、「母親冥利につきます」と顔をほころばせていま
した。
　最近多い犯罪として、振り込め詐欺、車上ねらい、事務所荒しな
どがあげられますが、これらは警察に頼るばかりでなく、個 人々
が“自分を守る”意識を持つことで防げるはず。「周囲のみんなと協
力して犯罪ゼロの街をつくりあげたい」と熱く語る岩元さんです。

■ 警視庁高輪警察署  岩元さゆり さん

「守ろうよ、私の好きな街だから」
  　　　　　　     をモットーに

　白金２丁目の高輪消防署本署は、管内に３出張所（三光出張所、
二本榎出張所、港南出張所）をかかえています。署員は234名（2010年
10月1日現在）、このうち女性は15名で全員が本署勤務とのこと。
制服姿もりりしい勤務歴6年の菊池美絵さん、5年の田所久美さん
にお話を伺いました。
　消防の仕事は、火災や水難救助、レスキューなど災害現場への出動
や救急救命を行う「警防業務」と、建築物への防火安全指導・検査を
主とする「予防業務」にわかれます。田所さんは、「警防業務」の救急
隊員として実際に救急車の運転に従事し、菊池さんは、「予防業務」
の係員としてインタビュー直前まで建築関係者へ細やかな安全指導を
していました。こうした専門知識や技術を磨き、厳しい業務をこなすた
めには、日頃の先輩の指導や研修はもちろんのこと、資格試験やスキル

アップのための勉強、日々 の筋力トレーニングは欠かせないそうです。
　消防官を選んだ理由と今後の目標について、菊池さんは「親戚
に消防職員がいて親しみがあった。現在の業務をもっと広く勉強
したい」、田所さんは、「人命救助に携わる消防官を志望し、現在
の救急隊とポンプ隊の仕事を極めていきたい」とのこと。また、こ
れから消防官を目指す後輩へのアドバイスとして「やる気があれば
種々選択肢のあるやりがいのある職場。男女差別がない代わりに
日々の筋力トレーニングや専門知識の勉強が必要で、人命を預か
る仕事として責任感をもってもらいたい」とのことでした。
　お2人からは「たいへん」の言葉はなく、スマートで礼儀正しいの
が印象的でした。危険を伴う仕事のため、安全に注意してこれから
も頑張っていただきたいですね。

■ 東京消防庁高輪消防署  菊池美絵 さん / 田所久美 さん

やる気さえあれば、
　　　とことんチャレンジできる職場

地域の
HOTな
女性たち

わがまち
の安全を

守る！
わがまち

の安全を
守る！

① ジャガイモをすりおろし、水分を切る。
② 全ての材料を混ぜる。
③ フライパンに油を熱し、②（１／８量）を
 おとし丸くのばす。
④ 焼き色がついたら、ひっくり返して両面を
 香ばしく焼く。（※）
⑤ 表面におろしにんにくをぬり、皿に盛って
 サワークリーム（分量外）をかける。

■ジャガイモ ８個
■小麦粉　　　　 大さじ１
■溶き卵　　　　 1個分
■サワークリーム　 大さじ１
■塩　　　　　　 小１

ベラルーシの郷土料理 ドラニキ
大使館勤務のエレーナさんおすすめ

※ 豚挽き肉と玉ねぎをこねて、塩こしょう等で味付けしたものを中に薄く入れて焼くこともあります。

＜担当者より＞
チーズやハム、明太子
などを入れても

美味しいと思いますよ♪

高輪地区は、災害や犯罪が少なく安心して住めるまちといわれています。
こうした住環境を実現するために、警察・消防をはじめとし、地域の安全を守るために、
日夜努力している人たちがいます。安心・安全を守る仕事というと、とかく男性の職場と 「むかーし　むかし　旅人たちは大きな２本の「えのき」の木を目じるしに旅を続け、

いつしかその場所は二本榎と呼ばれるようになったそうな・・・」かつて港区内には、歴史
や文学等に残る旧町名が多く存在しました。こうした旧町名を、文化の視点から保存す
るため高輪地区には７基の旧町名由来板が設置されています。旧町名由来板の紹介や
クイズの出題を盛り込んだハンドブック（一部英文併記）を片手に、由来板を巡り、地元
の歴史や文化を再発見しましょう！ 出題されたクイズに答えた正解者の中から毎月抽選で
50名様に記念品を差し上げます！ 皆さん奮ってご応募ください。

募 集 期 間： 平成22年10月1日～平成23年3月31日まで
     （記念品の引き換え 10月分から平成23年3月分まで計6回を予定）
対　　　象： 大人や子どもどなたでも
冊子の配布： 高輪地区総合支所、高輪区民センター、管内の児童館、福祉会館など
【問い合わせ】 高輪地区総合支所協働推進課地区政策係　☎5421－7123

旧町名由来板で巡る高輪歴史散歩！

今年は、小中学校・保育園などを対象とした「あっぷリ
ング高輪フェスティバル」との合同開催です！ バレエ、
日舞やゴスペルなどの催しや絵画などの展示、ゲーム
コーナーの他、模擬店や高輪地区商店街の出店など楽
しさがいっぱいです！
日　時： 11月13日（土）10：00～18：30
 11月14日（日）10：00～17：00
場　所： 高輪区民センター1階～3階　
【問い合わせ】 高輪区民センター ☎5421－7616

輪い輪いまつり

白金志田町倶楽部主催のJAZZライブ12月は、女性ボーカルを含む5人グループ「小山尚希
クインテット」によるクリスマス・ライブです。ジャズ風にアレンジしたクリマスメドレーと、
ベース、サックス、ピアノ、ドラムによる華麗な演奏をお楽しみ
ください。保護者同伴でお子様もぜひ参加ください。
日　時：12月14日（火）19：00～
場　所：David’s Deli（イスラエル料理）三田5－13－13
ミュージックチャージ：1,500円（子ども500円）※飲食代別
【問い合わせ】白金志田町倶楽部　
　　　　　　☎3444－2920予約制（先着30名）
e-mail：kai@ifaps.org　URL http://shidamachi.exblog.jp/

あっぷリング高輪フェスティバル

イ べ ントイ べ ント
地域の

地区に在る3つの大学による秋の大学祭！
それぞれ趣向を凝らしたイベントで盛り上がります。

期間中、オープンキャンパス日には受験生に対する進学相談を実施します。
また明治学院大学では無料の法律相談も受けられますよ！

（詳細は8ページ参照）

■第31回北里大学白金祭         テーマ：SAI

■明治学院大学 ’10白金祭       テーマ：無限大

■東海大学 第2回高輪建学祭   テーマ：Link

日　時：10月30日（土）、31日（日）
場　所：北里大学白金キャンパス　白金5－9－1
URL  http://kitasato-u.ac.jp/pharm/campus/gakusai/

日　時：11月1日（月）～3日（水）
場　所：明治学院大学白金キャンパス　白金台1－2－37
URL  http://www1.meijigakuin.ac.jp/～shirosai/

日　時：11月1日（月）～3日（水）
場　所：東海大学高輪校舎　高輪2－3－23
URL  http://ameblo.jp/kengakusai-takanawa/ 

大学祭
に

行こう！

子どもから高齢者までさまざまな世代が楽しみふれあう
ことでまちのにぎわいを生み出す一大音楽イベントで
す！アマチュアバンド等出演者の演奏をはじめ、地域の
皆さんから集めたフレーズをつなぎ合わせてつくった
オリジナルソングの披露、地域の皆さんとアーティスト
の合奏、アーティストの演奏などプログラムは盛り沢山
です。こころゆくまでご堪能ください。
日　時： 11月27日（土）13：30～17：00（13時開場）
会　場： 明治学院大学 アートホール（港区白金台1－2－37）
定　員： 200名（来場者多数の場合、入場整理券をお持ちの方優先）
費　用： 無料
申　込： 入場整理券を送付しますので11月12日（金）
 までにみなとコールへ
 ☎5472－3710（7：00から23：00まで）
詳しくは広報みなと10/21号、HP等をご覧ください。
【問い合わせ】 
高輪地区総合支所
協働推進課地区政策係　
☎5421－7123

音　楽
白金高輪
グリーンミュージックフェスティバル

東海大学フィルハーモニック室内管弦楽団サロンコンサート
東海大学管弦楽団OBによるサロンコンサート。今年はモーツァルト「ドンジョバンニ」、ケル
ビーニ「メディア」の各オペラ序曲、そしてメンデルスゾーン「交響曲第１番」ほかをお届けします。
日　時： 12月11日（土）15：10開演
場　所： 東海大学高輪校舎 4号館
　　  　 地下１階 コメドール 高輪2－3－23
入場料： 無料（定員100名 申込締切 12月1日）
【問い合わせ】
東海大学エクステンションセンター
☎5793－7133

白金志田町倶楽部JAZZライブ クリスマス・スペシャル

2009年12月クリ
スマスライブの様

子
平成21年度開催の様子

三田台公園

輪音
わ　お　ん

～音楽で結ぶ地域の輪～

※ドラニキ：
　ジャガイモを
　すりおろすこと



❸  みなとっぷ 2010年10月 ❻

（担当／谷知・坂下・田中・伊関・安藤）

（担当／安藤・伊関）

　学童の交通安全については、高輪地区の各学校とも力を入れてい
ます。今年で開校135年を迎える白金小学校で行なわれている登校
時児童交通見守りをご紹介しましょう。保護者会から高須さん、用務
主事の松尾さん、北川さんがインタビューに協力してくださいました。
　白金小学校では、43年前在学中の児童が交通事故にあったこと
がきっかけで、登校時の見守りを保護者会全員と学校関係者が力を
合わせて行うようになったとのこと。「まだ渡っちゃだめよ」「気をつ
けて」…校区内の目黒通りを中心に、学校校門前など交通量が多い
7カ所に、各所1人が交代で当番に当たっています。毎朝登校時に横
断歩道に立ち「学校」と書いた旗を持って、交通整理者用の黄色い
線入りベストを着用。保護者は見守り活動開始前に研修を受け、児
童も授業で交通マナーや車の危険性を勉強します。校門前は特に桜
田通りと目黒通りを結ぶ道路で、幅員が狭く離合が難しく、交通量も

多いところです。
区警察にお願いしてスクールゾーンを設けて、登校時は地元の車両
のみ進入可能としましたが、なかなか徹底されないようです。
　登校時の交通安全見守りだけでなく不審者対策も含め、子ども
の安全を守るために、地域住民や保護者の協力は不可欠です。
『子ども110番』連絡場所も近隣の商店が協力しています。また
PTAで自転車の篭に『みんなとパトロール』標識を付けて注意を促
しています。さらに学校、区警察交通局などの関係各位も対策を重
ねて実行し、効果があがっています。
　雨の日など苦労も多いですが、子どもたちの笑顔や「ありがとう」
の言葉を聞くと、疲れもたちまち吹っ飛びます、と語る3名の方の明
るい表情に、子どもの安全を願うあたたかい気持ちが溢れでてい
ました。

■ 港区立白金小学校  北川綾子 さん / 高須麻里子 さん / 松尾洋子 さん 

登校時の見守りは、
　　　　保護者と学校が力を合わせて

　イキな町火消に端を発する消防団は、本業を持ちながら「自分た
ちの町は自分たちで守る」という精神に基づき、地域の安全と安心を
守るために集まった人たちで構成される組織です。今回は、高輪消
防団第2分団（白金台）に所属する藤澤 潤さんと服部恵子さんのお
2人にお話を伺いました。
　藤澤さんはキャリア12年以上のベテラン。服部さんは入団半年ほ
どの新人で、入団のきっかけは、藤澤さんは知人から強い勧誘をう
けたこと。服部さんは日明 恩の小説『ロード＆ゴー』を読んで消防に
携わる仕事をしてみたい、と興味を持ったそうです。
　消防団の仕事は、地域の防災訓練、応急救護訓練指導や火災等
の災害活動では、消防隊が到着する以前の敏速な活動が求められ
ます。特にポンプの操法技術の習得は重要で、毎年消防団のポンプ
操法大会が実施され、上位入賞を目指して厳しい訓練が行われます。
「ポンプ操法といっても、ポンプを操る人、ホースを持つ人、放水する

人など、すばやい連携を保つにはかなりの体力が必要です」と語る藤
澤さん。藤澤さんは飲食店の社長業をこなしながら、服部さんは学校
の図書館司書として勤務しながら消防団活動に従事しており、訓練
は、平日なら仕事を終えてから、土日に行われることも多いそうです。
　大災害に備えての訓練も重要で、消防車が間に合わない時のた
めに街のあちこちにある防火水槽を使用し、消防ポンプで放水で
きるよう、また、この地域に多い消防車が入れない細い道の奥まっ
た場所でも消防ポンプで活動できるように、常に訓練を怠らないと
のことでした。
　消防団のメンバーは、男性では年配者が比較的多いようですが、
女性団員は若い人が増え続けており、頼もしい限りです。消防団に
は、区内に在住・在勤する人で、18歳以上の健康な方なら誰でも加
入申し込みできるそうで、いつでも受け付けOK。あなたもひとつ消
防団に入団してみませんか？

■ 高輪消防団  藤澤 潤 さん / 服部恵子 さん

消防車が入れない場所でも、
　　　　　　　消防団のポンプが大活躍！

まちひけし

たちもり めぐみ

　平成22年７月、参議院議員選挙がおこ
なわれました。
 この地域の投票率はどうだったのでしょ
う。全国での平均投票率は、57.92％で、
東京都の平均投票率は58.70％、港区の
平均投票率は56.84％でした。
　際だって高いのは、御田小学校投票所
で何と64.55％を示しています。素晴
らしいですね。

参議院議員選挙投票所別投票率

港区立三田中学校
港区立豊岡福祉会館
港区立御田小学校
港区立三光小学校
港区立神応小学校
港区立白金小学校
港区立高輪台小学校
シティハイツ桂坂
国民生活センター
計

1,433
5,375
2,423
9,950
4,234
7,542
7,464
4,106
3,728
46,255

55.41
60.20
64.55
57.59
55.95
59.02
59.41
60.84
58.29
58.91

投票所名 有権者数 投票率（％）
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外
交
敗
戦
』の
本
の
中
で
、「
日
本
は
湾
岸

戦
争
で
1
3
0
億
ド
ル
の
協
力
金
を
だ
し
な

が
ら
連
合
諸
外
国
か
ら
ほ
と
ん
ど
評
価
さ
れ

な
か
っ
た
」と
書
い
て
い
ま
す
が
、日
本
の
外
交

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
お
感
じ
に

な
っ
て
い
ま
す
か
‾

　

戦
後
の
日
本
は
、
軽
武
装
・
経
済

重
視
の
路
線
を
採
っ
て
、
世
界
第
二

の
経
済
大
国
に
な
り
ま
し
た
。し
か

し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
喪
っ
た
も
の

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。そ

の
一
つ
が
、
国
際
秩
序
の
創
造
に
主

体
的
に
参
画
す
る
と
い
う
「
志
（
こ

こ
ろ
ざ
し
）」で
す
。血
も
流
さ
ず
、汗

も
か
か
ず
に
、
お
金
だ
け
出
し
て

も
、
国
際
社
会
か
ら
は
尊
敬
さ
れ
ま

せ
ん
。そ
ん
な
政
治
を
続
け
て
い
て

は
、
国
際
的
に
指
導
力
を
発
揮
で
き

る
リ
ー
ダ
ー
は
育
ち
ま
せ
ん
。こ
ん

な
現
状
が
外
交
の
分
野
で
も
遅
れ
を
と
る
要

因
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

‾
ア
ジ
ア
諸
国
に
対
す
る
日
本
の
外
交
に
つい
て
、

今
後
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
か
‾

　

21
世
紀
は
、
文
字
通
り
東
ア
ジ
ア
の
時
代
に

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。世
界
経
済
を
動
か
す
推
進

エ
ン
ジ
ン
を
担
っ
て
い
る
の
は
、中
国
、日
本
や

韓
国
な
ど
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
で
す
。日
本
は
、
こ

れ
ら
の
国
々
と
密
接
な
関
係
に
あ
り
、適
確
な
外

交
や
経
済
政
策
を
と
れ
ば
、世
界
を
動
か
す
こ
と

の
で
き
る
絶
好
の
場
所
に
い
る
の
で
す
。ア
メ
リ

カ
に
漫
然
と
頼
ら
ず
、日
本
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

『
ウ
ル
ト
ラ
・
ダ
ラ
ー
』と『
ス
ギ
ハ
ラ
・
ダ
ラ
ー
』

は
、
小
説
の
展
開
を
現
実
が
後
追
い
す
る
よ
う

な
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
小
説
に
な
っ
て
い
ま
す

‾『
ウ
ル
ト
ラ・ダ
ラ
ー
』と『
ス
ギ
ハ
ラ・ダ
ラ
ー
』

は
、現
実
と
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
境
目
が
実
に
あ
い

ま
い
で
、そ
の
あ
ま
り
の
現
実
感
か
ら一気
に
読

ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。現
実
が
小
説
を
後
追
い

し
て
い
る
よ
う
に
も
思
い
ま
す
が
‾

　

物
語
の
出
来
事
が
や
が
て
生
起
す
る
近
未
来

の
事
件
を
予
見
し
て
い
る
も
の
を
「
イ
ン
テ
リ

ジ
ェ
ン
ス
小
説
」と
い
い
ま
す
。公
開
さ
れ
た
情

報
、
秘
密
に
さ
れ
て
い
る
情
報
を
精
査
・
分
析

し
、近
未
来
を
ぴ
た
り
と
言
い
当
て
て
い
る
。こ

の
た
め
現
実
の
出
来
事
が
物
語
の
事
件
を
後
追

い
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
で
し
ょ
う
。そ

う
い
え
ば
、こ
う
し
た
タ
イ
プ
の
物
語
は
、日
本

に
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

‾
競
馬
や
馬
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
シ
ー
ン
が
で
て

き
ま
す
が
、競
馬
が
お
好
き
な
の
で
す
か
‾

　

郷
里
が
北
海
道
で
す
か
ら
、
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド

の
牧
場
と
は
と
て
も
縁
が
深
い
の
で
す
。競
走

馬
も
好
き
で
競
馬
場
に
も
小
さ
な
頃
か
ら
出

か
け
て
い
ま
し
た
。今
で
も
、
競
馬
に
は
よ
く

行
き
ま
す
し
、
競
走
馬
を
所
有
す
る
組
織
の
お

世
話
も
し
て
い
ま
す
。

‾
株
や
ギ
ャ
ン
ブ
ル
は
お
好
き
な
の
で
す
か
‾

　

自
分
で
も
不
思
議
な
の
で
す
が
、
ギ
ャ
ン
ブ

ル
運
が
強
い
の
で
し
ょ
う
。学
生
時
代
に
石
油

株
で
大
勝
負
を
し
て
当
て
、
学
校
を
卒
業
す
る

頃
に
は
就
職
す
る
必
要
が
な
い
ほ
ど
で
し
た
。

（
笑
）
海
外
で
は
カ
ジ
ノ
に
も
よ
く
行
き
ま
し

た
が
、
あ
ま
り
負
け
な
い
ほ
う
で
し
ょ
う
ね
。

か
つ
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
航
空
で
機
内
の
ス

ロ
ッ
ト
・
マ
シ
ー
ン
で
航
空
運
賃
が
で
る
ほ

ど
稼
い
だ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。（
笑
）

‾
小
説
を
書
く
の
は
ど
ん
な
場
所
が
多
い
で

す
か
‾

　

北
海
道
の
牧
場
の
ほ
か
は
、
喫
茶
店
で
書
く

こ
と
も
あ
り
ま
す
。意
外
と
集
中
で
き
ま
す
か

ら
。函
館
や
酒
田
な
ど
の
地
方
都
市
に
は
私
の

手嶋　龍一 （てしま　りゅういち）
　NHKワシントン支局長として、同時多
発テロ事件を11日間連続で中継。その冷
静で的確な報告が視聴者の圧倒的な
支持を得た。05年にＮＨＫから独立して
発表した日本初のインテリジェンス小
説『ウルトラ・ダラー』とその姉妹編『スギ
ハラ・ダラー』は、40万部を超えるベスト
セラーに。『たそがれゆく日米同盟～ニッ
ポンFSXを撃て』、『外交敗戦』、『イン
テリジェンスの賢者たち』（いずれも新潮
文庫）もロングセラーとなっている。

（
担
当
／
安
藤
・
河
村
・
明
石
・
滝
川
）

好
み
に
ぴ
っ
た
り
の
喫
茶
店
が
あ
り
ま
す
。原

稿
を
書
い
て
も
疲
れ
な
い
机
の
高
さ
、
静
か
な

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
、
素
敵
な
女
主
人
と
条
件
が

揃
っ
て
い
ま
す
。

‾
小
説
を
映
画
化
す
る
話
は
な
い
の
で
す
か
‾

　

い
ま
で
も
、
い
く
つ
か
の
お
話
を
い
た
だ
い

て
い
る
の
で
す
が
、
一
つ
問
題
が
あ
る
の
で

す
。主
人
公
が
、
日
本
人
よ
り
上
手
な
日
本
語

を
操
る
イ
ギ
リ
ス
秘
密
情
報
部
員
な
も
の
で

す
か
ら
、
そ
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
役
に
ぴ
っ
た
り

の
イ
ギ
リ
ス
人
俳
優
が
見
つ
か
ら
な
い
の
で

す
。ど
こ
か
に
い
ま
せ
ん
か
。

‾
今
後
の
本
の
執
筆
予
定
は
い
か
が
で
す
か
‾

　

英
国
諜
報
局
員
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
に
は
そ
ろ

そ
ろ
英
国
に
帰
国
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

次
々
に
厄
介
な
事
件
を
引
き
起
こ
し
、
も
う
僕

の
身
が
も
ち
ま
せ
ん
。で
も
、
い
ず
れ
は
ま
た
皆

さ
ん
の
前
に
姿
を
現
す
は
ず
で
す
。白
金
界
隈

で
見
か
け
た
ら
編
集
部
経
由
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

◆
取
材
を
終
え
て

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
を
見
て
い
た
時
は
、
誠
実
で

優
秀
な
報
道
解
説
者
と
い
う
印
象
で
し
た
が
、

ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
で
自
由
闊
達
、
話
題
も
広

く
、
日
本
人
と
い
う
枠
を
超
え
た
ス
ケ
ー
ル
の

大
き
な
方
で
し
た
。

　

記
者
一
同
、
手
嶋
さ

ん
の
話
術
に
堪
能
し
、楽

し
い
時
間
を
過
ご
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

思われがちですが、いまや女性の数は飛躍的に増大。その分野はどんどん広がっています。  
今回ご紹介する「女性パワー」にご注目ください。

   ご
存知でしたか？

地域のこんなこ

と

投票所別の
投票率

みなさん
投票にきてね！
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今号では港区が誕生する約100年前の時代にタイムスリップしてみましょう！
手掛かりとして明治末から大正時代初めの写真や絵を集めてみました。
古地図の上を散歩しながら、当時のまちの様子を想像して見て下さい!!
第一京浜国道のすぐ外側が海だったのには、驚きますね。
道路の骨格は今とあまり変わりはありません。
当時、既にJR山手線や市電（今の都電）が走っていました。
白金1･3･5丁目は既に、古川沿いに町工場が多く集まり、活気ある
町であったようです。高輪、三田の高台には、皇族の住まいや
大きな邸宅が目につきます。

■今里町　元禄（1688－1704）の頃には今里村の記録がある。元の字名、
 村名からとったと思われる。
■老増町　宝永（1704－1711）年間につけられた名前で、当時の名主、
 老沼源次・増島総左衛門の各一字をとってつけられた。
■君塚町　江戸期の俗称地名で、飛び地の俗称に由来するが、君塚と
 いう人がいたためともいう。
■車　町 寛永11年（1634）増上寺安国殿普請のため、京都から召し    
（牛町） 寄せられた　牛持ちたちが、家光の意向で、その後も留め置か
 れ、ここに土地を与えられ住み着いたことから付いた町名。
■功運町　寛永17年（1640）桜田から移ってきた功運寺の門前町。
 明治2年（1869）改称して三田功運町となる。
 功運寺は大正10年（1921）麹町の萬昌院と一緒になり、中野
 区へ移転。そこには吉良上野介の墓がある。
■猿　町 慶安4年（1651）の起立。白金台町を去るという意味で、‘去り
 町’と唱えたものが、自然に猿町と文字を書き換えたと伝え
 る説がある。
■田島町 元禄の頃の起立。町名の由来は不明となっているが、周囲は
 田が多く、田の中の島のようだったからとする説もある。
■丹波町 江戸期の俗称で、松平丹波守下屋敷に沿って、丹波横町が
 あったのによる。町名となったのは明治5年（1872）。
■豊岡町 宝永5年（1708）頃から三田豊岡町と称しているが、由来は
 不明。この地の開拓者が豊岡某であったとする説もある。

昭和22年（1947）3月15日、麻布区、赤坂区、芝区の3区を統
合して、港区が成立しました。
区名の候補はいくつかありましたが、最終的に『東港区』に絞
られました。しかし東京都東港区では音が重なるとして、単に
『港区』とされました。東京港による区の発展を願う意味が込
められたといいます。高輪総合支所管内は芝区にあたります。

地区内には江戸時代から続く由緒ある地名が沢山ありました。
それが昭和39、42年の住居表示実施により、すっかり変わってし
まいました。単純でわかりやすくなった反面、情緒がなくなり、味
気ないような気もします。ここでは今は消えてしまった町名のあし
あとをわかる範囲で辿ってみようと思います。
（伊皿子･二本榎･三光町の由来については、9･11･12号を参照）

（担当／伊関・安藤・明石・吉田・安・滝川）

百年前のふるさとを訪ねて

港区の誕生

住居表示実施により合併された旧町名（昭和38年当時）

三田４

三田５
高輪１

高輪２
高輪３
高輪４
白金１
白金２
白金３
白金４
白金５
白金６
白金台１
白金台２
白金台３
白金台４
白金台５

芝伊皿子町・芝三田４・芝三田功運町・芝三田豊岡町・芝三田台町1、2、3・芝三田松坂町・
芝三田南寺町・芝三田北寺町
麻布新広尾町2・芝三田豊岡町・芝三田松坂町
芝伊皿子町・芝二本榎１・芝二本榎本町・芝高輪西台町・芝三田松坂町・芝三田台町3・
芝君塚町・芝白金志田町・芝白金丹波町・芝白金三光町
芝車町・芝伊皿子町・芝二本榎1、2・芝高輪北町・芝高輪台町
芝二本榎2・芝二本榎西町・芝下高輪町・芝高輪南、北町・芝白金猿町
芝高輪南町
麻布田島町・麻布新広尾町2・芝三田老増町・芝白金志田町・芝白金三光町
芝三田老増町・芝白金台町１・芝白金三光町
麻布田島町・芝新広尾町3・芝白金三光町
芝白金三光町
芝白金三光町・麻布田島町・麻布新広尾町3
芝白金三光町
芝白金台町1・芝白金今里町
芝二本榎西町・芝白金猿町・芝白金今里町
芝白金台町1、2・芝白金今里町
芝白金台町1、2・芝白金三光町
芝白金台町2、芝白金三光町

旧　町　名現町名（丁目）

裏門から見た聖心女子学院本館　明治45年
＜提供：学校法人聖心女子学院＞

設立当時の北里研究所　大正3年
＜提供：学校法人北里研究所＞

白金台町の傳染病研究所　明治39年
＜提供：学校法人北里研究所＞

白　金白　金

高　輪高　輪

三田4・5丁目三田4・5丁目

あしあと地域の し

旧町名の由来

時代背景

白金台白金台
第
一
京
浜

第
一
京
浜

養
生
園

傳
染
病
研
究
所

聖心女子学院

伊達邸

藤山邸

氷川神社

立行寺

清正公

泉岳寺

魚籃寺

東禪寺

瑞聖寺

竹田宮邸

高輪大木戸

海軍火薬庫
現・国立自然教育園

現・医
科
研

東
宮
御
所

明
治
学
院
大
学

海
軍
墓
地久

原
邸

華
頂
宮
邸

旧・高
松
宮
邸
な
ど

現・亀
塚
公
園

現・八
芳
園

北
白
川
宮
邸

朝
香
宮
邸

現・グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス

新
高
輪
ホ
テ
ル

岩
崎
邸

現・開
東
閣

古川

現・グランドプリンス
高輪ホテル

現・シェラトン都
ホテル東京

毛利邸

品川駅

現・グランドプリンス
品川ホテル

大日本帝國陸地測量部　大正六年発行

この地図が作成されたのはどんな時代だったのでしょう。

一口で言うと激動の時代でした。

国際的には、日本も日清・日露の2度の戦勝による好景気を

得て、国力も高まり、帝国主義の国として欧米列強と肩を並

べ、第一次世界大戦に参戦していました。社会的には大正デ

モクラシーが台頭、民衆と女性の地位が向上し、西洋文化の

影響を受けた新しい文芸、絵画、音楽、演劇等の芸術が流

布して、自由と開放の気分が高まり、大衆文化が花開いた時

代でした。雑誌『新思潮』、『主婦の友』が創刊、浅草オペラ

が始まったのもこの頃で、活気に満ちた時代だったようです。

高輪旧東宮御所 表門
昭和天皇の皇太子時代の御所です。

上野の国立博物館内に移築され現存する。
＜港区立港郷土資料館所蔵＞

二本榎通りより品川御殿山及大崎方面
明治42年（芝区の全景）

＜港区立港郷土資料館所蔵＞

品川駅前　明治41年（瞬間の累積）
＜提供：渋澤史料館＞  

童話作家巌谷小波氏が
大正時代使っていた書斎・応接室

『千里閣』外観
＜提供：巌谷一六小波記念室＞

三田山魚籃寺の図　山本松谷　石版色彩
新撰東京名所図会　明治35年
＜港区立港郷土資料館所蔵＞

高輪大木戸の図　　山本松谷　石版
新撰東京名所図会　明治35年
＜港区立港郷土資料館所蔵＞

二
本
榎
通
り

二
本
榎
通
り

北

南

西 東

高輪岩崎邸　明治44年
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今号では港区が誕生する約100年前の時代にタイムスリップしてみましょう！
手掛かりとして明治末から大正時代初めの写真や絵を集めてみました。
古地図の上を散歩しながら、当時のまちの様子を想像して見て下さい!!
第一京浜国道のすぐ外側が海だったのには、驚きますね。
道路の骨格は今とあまり変わりはありません。
当時、既にJR山手線や市電（今の都電）が走っていました。
白金1･3･5丁目は既に、古川沿いに町工場が多く集まり、活気ある
町であったようです。高輪、三田の高台には、皇族の住まいや
大きな邸宅が目につきます。

■今里町　元禄（1688－1704）の頃には今里村の記録がある。元の字名、
 村名からとったと思われる。
■老増町　宝永（1704－1711）年間につけられた名前で、当時の名主、
 老沼源次・増島総左衛門の各一字をとってつけられた。
■君塚町　江戸期の俗称地名で、飛び地の俗称に由来するが、君塚と
 いう人がいたためともいう。
■車　町 寛永11年（1634）増上寺安国殿普請のため、京都から召し    
（牛町） 寄せられた　牛持ちたちが、家光の意向で、その後も留め置か
 れ、ここに土地を与えられ住み着いたことから付いた町名。
■功運町　寛永17年（1640）桜田から移ってきた功運寺の門前町。
 明治2年（1869）改称して三田功運町となる。
 功運寺は大正10年（1921）麹町の萬昌院と一緒になり、中野
 区へ移転。そこには吉良上野介の墓がある。
■猿　町 慶安4年（1651）の起立。白金台町を去るという意味で、‘去り
 町’と唱えたものが、自然に猿町と文字を書き換えたと伝え
 る説がある。
■田島町 元禄の頃の起立。町名の由来は不明となっているが、周囲は
 田が多く、田の中の島のようだったからとする説もある。
■丹波町 江戸期の俗称で、松平丹波守下屋敷に沿って、丹波横町が
 あったのによる。町名となったのは明治5年（1872）。
■豊岡町 宝永5年（1708）頃から三田豊岡町と称しているが、由来は
 不明。この地の開拓者が豊岡某であったとする説もある。

昭和22年（1947）3月15日、麻布区、赤坂区、芝区の3区を統
合して、港区が成立しました。
区名の候補はいくつかありましたが、最終的に『東港区』に絞
られました。しかし東京都東港区では音が重なるとして、単に
『港区』とされました。東京港による区の発展を願う意味が込
められたといいます。高輪総合支所管内は芝区にあたります。

地区内には江戸時代から続く由緒ある地名が沢山ありました。
それが昭和39、42年の住居表示実施により、すっかり変わってし
まいました。単純でわかりやすくなった反面、情緒がなくなり、味
気ないような気もします。ここでは今は消えてしまった町名のあし
あとをわかる範囲で辿ってみようと思います。
（伊皿子･二本榎･三光町の由来については、9･11･12号を参照）

（担当／伊関・安藤・明石・吉田・安・滝川）

百年前のふるさとを訪ねて

港区の誕生

住居表示実施により合併された旧町名（昭和38年当時）

三田４

三田５
高輪１

高輪２
高輪３
高輪４
白金１
白金２
白金３
白金４
白金５
白金６
白金台１
白金台２
白金台３
白金台４
白金台５

芝伊皿子町・芝三田４・芝三田功運町・芝三田豊岡町・芝三田台町1、2、3・芝三田松坂町・
芝三田南寺町・芝三田北寺町
麻布新広尾町2・芝三田豊岡町・芝三田松坂町
芝伊皿子町・芝二本榎１・芝二本榎本町・芝高輪西台町・芝三田松坂町・芝三田台町3・
芝君塚町・芝白金志田町・芝白金丹波町・芝白金三光町
芝車町・芝伊皿子町・芝二本榎1、2・芝高輪北町・芝高輪台町
芝二本榎2・芝二本榎西町・芝下高輪町・芝高輪南、北町・芝白金猿町
芝高輪南町
麻布田島町・麻布新広尾町2・芝三田老増町・芝白金志田町・芝白金三光町
芝三田老増町・芝白金台町１・芝白金三光町
麻布田島町・芝新広尾町3・芝白金三光町
芝白金三光町
芝白金三光町・麻布田島町・麻布新広尾町3
芝白金三光町
芝白金台町1・芝白金今里町
芝二本榎西町・芝白金猿町・芝白金今里町
芝白金台町1、2・芝白金今里町
芝白金台町1、2・芝白金三光町
芝白金台町2、芝白金三光町

旧　町　名現町名（丁目）

裏門から見た聖心女子学院本館　明治45年
＜提供：学校法人聖心女子学院＞

設立当時の北里研究所　大正3年
＜提供：学校法人北里研究所＞

白金台町の傳染病研究所　明治39年
＜提供：学校法人北里研究所＞

白　金白　金

高　輪高　輪

三田4・5丁目三田4・5丁目

あしあと地域の し

旧町名の由来

時代背景

白金台白金台
第
一
京
浜

第
一
京
浜

養
生
園

傳
染
病
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究
所

聖心女子学院

伊達邸

藤山邸

氷川神社

立行寺

清正公

泉岳寺

魚籃寺

東禪寺

瑞聖寺

竹田宮邸

高輪大木戸

海軍火薬庫
現・国立自然教育園

現・医
科
研

東
宮
御
所

明
治
学
院
大
学

海
軍
墓
地久

原
邸

華
頂
宮
邸

旧・高
松
宮
邸
な
ど

現・亀
塚
公
園

現・八
芳
園

北
白
川
宮
邸

朝
香
宮
邸

現・グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス

新
高
輪
ホ
テ
ル

岩
崎
邸

現・開
東
閣

古川

現・グランドプリンス
高輪ホテル

現・シェラトン都
ホテル東京

毛利邸

品川駅

現・グランドプリンス
品川ホテル

大日本帝國陸地測量部　大正六年発行

この地図が作成されたのはどんな時代だったのでしょう。

一口で言うと激動の時代でした。

国際的には、日本も日清・日露の2度の戦勝による好景気を

得て、国力も高まり、帝国主義の国として欧米列強と肩を並

べ、第一次世界大戦に参戦していました。社会的には大正デ

モクラシーが台頭、民衆と女性の地位が向上し、西洋文化の

影響を受けた新しい文芸、絵画、音楽、演劇等の芸術が流

布して、自由と開放の気分が高まり、大衆文化が花開いた時

代でした。雑誌『新思潮』、『主婦の友』が創刊、浅草オペラ

が始まったのもこの頃で、活気に満ちた時代だったようです。

高輪旧東宮御所 表門
昭和天皇の皇太子時代の御所です。

上野の国立博物館内に移築され現存する。
＜港区立港郷土資料館所蔵＞

二本榎通りより品川御殿山及大崎方面
明治42年（芝区の全景）

＜港区立港郷土資料館所蔵＞

品川駅前　明治41年（瞬間の累積）
＜提供：渋澤史料館＞  

童話作家巌谷小波氏が
大正時代使っていた書斎・応接室

『千里閣』外観
＜提供：巌谷一六小波記念室＞

三田山魚籃寺の図　山本松谷　石版色彩
新撰東京名所図会　明治35年
＜港区立港郷土資料館所蔵＞

高輪大木戸の図　　山本松谷　石版
新撰東京名所図会　明治35年
＜港区立港郷土資料館所蔵＞
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（担当／谷知・坂下・田中・伊関・安藤）

（担当／安藤・伊関）

　学童の交通安全については、高輪地区の各学校とも力を入れてい
ます。今年で開校135年を迎える白金小学校で行なわれている登校
時児童交通見守りをご紹介しましょう。保護者会から高須さん、用務
主事の松尾さん、北川さんがインタビューに協力してくださいました。
　白金小学校では、43年前在学中の児童が交通事故にあったこと
がきっかけで、登校時の見守りを保護者会全員と学校関係者が力を
合わせて行うようになったとのこと。「まだ渡っちゃだめよ」「気をつ
けて」…校区内の目黒通りを中心に、学校校門前など交通量が多い
7カ所に、各所1人が交代で当番に当たっています。毎朝登校時に横
断歩道に立ち「学校」と書いた旗を持って、交通整理者用の黄色い
線入りベストを着用。保護者は見守り活動開始前に研修を受け、児
童も授業で交通マナーや車の危険性を勉強します。校門前は特に桜
田通りと目黒通りを結ぶ道路で、幅員が狭く離合が難しく、交通量も

多いところです。
区警察にお願いしてスクールゾーンを設けて、登校時は地元の車両
のみ進入可能としましたが、なかなか徹底されないようです。
　登校時の交通安全見守りだけでなく不審者対策も含め、子ども
の安全を守るために、地域住民や保護者の協力は不可欠です。
『子ども110番』連絡場所も近隣の商店が協力しています。また
PTAで自転車の篭に『みんなとパトロール』標識を付けて注意を促
しています。さらに学校、区警察交通局などの関係各位も対策を重
ねて実行し、効果があがっています。
　雨の日など苦労も多いですが、子どもたちの笑顔や「ありがとう」
の言葉を聞くと、疲れもたちまち吹っ飛びます、と語る3名の方の明
るい表情に、子どもの安全を願うあたたかい気持ちが溢れでてい
ました。

■ 港区立白金小学校  北川綾子 さん / 高須麻里子 さん / 松尾洋子 さん 

登校時の見守りは、
　　　　保護者と学校が力を合わせて

　イキな町火消に端を発する消防団は、本業を持ちながら「自分た
ちの町は自分たちで守る」という精神に基づき、地域の安全と安心を
守るために集まった人たちで構成される組織です。今回は、高輪消
防団第2分団（白金台）に所属する藤澤 潤さんと服部恵子さんのお
2人にお話を伺いました。
　藤澤さんはキャリア12年以上のベテラン。服部さんは入団半年ほ
どの新人で、入団のきっかけは、藤澤さんは知人から強い勧誘をう
けたこと。服部さんは日明 恩の小説『ロード＆ゴー』を読んで消防に
携わる仕事をしてみたい、と興味を持ったそうです。
　消防団の仕事は、地域の防災訓練、応急救護訓練指導や火災等
の災害活動では、消防隊が到着する以前の敏速な活動が求められ
ます。特にポンプの操法技術の習得は重要で、毎年消防団のポンプ
操法大会が実施され、上位入賞を目指して厳しい訓練が行われます。
「ポンプ操法といっても、ポンプを操る人、ホースを持つ人、放水する

人など、すばやい連携を保つにはかなりの体力が必要です」と語る藤
澤さん。藤澤さんは飲食店の社長業をこなしながら、服部さんは学校
の図書館司書として勤務しながら消防団活動に従事しており、訓練
は、平日なら仕事を終えてから、土日に行われることも多いそうです。
　大災害に備えての訓練も重要で、消防車が間に合わない時のた
めに街のあちこちにある防火水槽を使用し、消防ポンプで放水で
きるよう、また、この地域に多い消防車が入れない細い道の奥まっ
た場所でも消防ポンプで活動できるように、常に訓練を怠らないと
のことでした。
　消防団のメンバーは、男性では年配者が比較的多いようですが、
女性団員は若い人が増え続けており、頼もしい限りです。消防団に
は、区内に在住・在勤する人で、18歳以上の健康な方なら誰でも加
入申し込みできるそうで、いつでも受け付けOK。あなたもひとつ消
防団に入団してみませんか？

■ 高輪消防団  藤澤 潤 さん / 服部恵子 さん

消防車が入れない場所でも、
　　　　　　　消防団のポンプが大活躍！

まちひけし

たちもり めぐみ

　平成22年７月、参議院議員選挙がおこ
なわれました。
 この地域の投票率はどうだったのでしょ
う。全国での平均投票率は、57.92％で、
東京都の平均投票率は58.70％、港区の
平均投票率は56.84％でした。
　際だって高いのは、御田小学校投票所
で何と64.55％を示しています。素晴
らしいですね。

参議院議員選挙投票所別投票率

港区立三田中学校
港区立豊岡福祉会館
港区立御田小学校
港区立三光小学校
港区立神応小学校
港区立白金小学校
港区立高輪台小学校
シティハイツ桂坂
国民生活センター
計

1,433
5,375
2,423
9,950
4,234
7,542
7,464
4,106
3,728
46,255

55.41
60.20
64.55
57.59
55.95
59.02
59.41
60.84
58.29
58.91

投票所名 有権者数 投票率（％）
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い
ま
す
。

こ
の
街
に
こ
の
人
あ
り

外
交
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト 

・ 

作
家  

手
嶋
　
龍
一
さ
ん

Ｎ
Ｈ
Ｋ
時
代
9
･
11
事
件
の
時
は
、
11
日
間

連
続
で
放
送
し
続
け
ま
し
た

‾
9･

11
事
件
の
時
、手
嶋
さ
ん
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
レ

ポ
ー
ト
は
す
っ
か
り
評
判
に
な
り
ま
し
た
が
、

そ
の
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
想
い
出
が
あ
り
ま
し

た
ら
、教
え
て
く
だ
さ
い
‾

　

僕
は
ワ
シ
ン
ト
ン
支
局
長
と
し
て
9･

11
事

件
に
遭
遇
し
、
11
日
間
昼
夜
連
続
で
日
本
に
放

送
を
送
り
続
け
ま
し
た
。あ
れ
だ
け
の
大
事
件

で
す
か
ら
支
局
長
の
僕
が
画
面
に
出
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
で
し
た
。ふ
だ
ん
は
若
い
人
に
任
せ

る
の
で
す
が
。そ
れ
に
空
の
便
が
途
絶
え
て

助
っ
人
が
日
本
か
ら
な
か
な
か
来
ま
せ
ん
で

し
た
か
ら
。刻
々
と
変
わ
る
状
況
を
伝
え
た
の

で
す
が
、
手
元
に
原
稿
も
な
し
で
、
カ
メ
ラ
に

向
か
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。当
時
の
ア

メ
リ
カ
は
、
テ
ロ
戦
争
の
さ
な
か
に
あ
っ
て
、

騒
然
と
し
て
い
ま
し
た
。ワ
シ
ン
ト
ン
も
テ
ロ

攻
撃
を
受
け
る
と
い
う
情
報
が
飛
び
交
っ
て

い
ま
し
た
が
、
ニ
ュ
ー
ス
を
伝
え
る
僕
た
ち
く

ら
い
は
落
ち
着
い
て
い
な
け
れ
ば
と
自
ら
に

言
い
聞
か
せ
ま
し
た
。

‾
Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
辞
め
ら
れ
て
、作
家
と
し
て
デ

ビ
ュ
ー
さ
れ
た
き
っ
か
け
は
‾

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
時
代
か
ら
外
交
を
テ
ー
マ
に
著
書

は
出
版
し
て
い
ま
し
た
か
ら
、
作
家
と
し
て
自

由
な
立
場
で
も
の
を
書
く
こ
と
に
大
き
な
違
い

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。報
道
の
現
場
に
い
る

と
、
あ
ま
り
忙
し
く
て
書
く
べ
き
こ
と
を
忘
れ

て
し
ま
う
と
い
う
惧
れ
は
あ
り
ま
し
た
。（
笑
）

外
交
で
世
界
の
国
々
か
ら
評
価
さ
れ
る
の

は
、経
済
力
だ
け
で
は
な
く
、国
際
的
な
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
が
求
め
ら
れ
ま
す

‾『
外
交
敗
戦
』の
本
の
中
で
、「
日
本
は
湾
岸

戦
争
で
1
3
0
億
ド
ル
の
協
力
金
を
だ
し
な

が
ら
連
合
諸
外
国
か
ら
ほ
と
ん
ど
評
価
さ
れ

な
か
っ
た
」と
書
い
て
い
ま
す
が
、日
本
の
外
交

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
お
感
じ
に

な
っ
て
い
ま
す
か
‾

　

戦
後
の
日
本
は
、
軽
武
装
・
経
済

重
視
の
路
線
を
採
っ
て
、
世
界
第
二

の
経
済
大
国
に
な
り
ま
し
た
。し
か

し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
喪
っ
た
も
の

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。そ

の
一
つ
が
、
国
際
秩
序
の
創
造
に
主

体
的
に
参
画
す
る
と
い
う
「
志
（
こ

こ
ろ
ざ
し
）」で
す
。血
も
流
さ
ず
、汗

も
か
か
ず
に
、
お
金
だ
け
出
し
て

も
、
国
際
社
会
か
ら
は
尊
敬
さ
れ
ま

せ
ん
。そ
ん
な
政
治
を
続
け
て
い
て

は
、
国
際
的
に
指
導
力
を
発
揮
で
き

る
リ
ー
ダ
ー
は
育
ち
ま
せ
ん
。こ
ん

な
現
状
が
外
交
の
分
野
で
も
遅
れ
を
と
る
要

因
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

‾
ア
ジ
ア
諸
国
に
対
す
る
日
本
の
外
交
に
つい
て
、

今
後
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
か
‾

　

21
世
紀
は
、
文
字
通
り
東
ア
ジ
ア
の
時
代
に

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。世
界
経
済
を
動
か
す
推
進

エ
ン
ジ
ン
を
担
っ
て
い
る
の
は
、中
国
、日
本
や

韓
国
な
ど
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
で
す
。日
本
は
、
こ

れ
ら
の
国
々
と
密
接
な
関
係
に
あ
り
、適
確
な
外

交
や
経
済
政
策
を
と
れ
ば
、世
界
を
動
か
す
こ
と

の
で
き
る
絶
好
の
場
所
に
い
る
の
で
す
。ア
メ
リ

カ
に
漫
然
と
頼
ら
ず
、日
本
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

『
ウ
ル
ト
ラ
・
ダ
ラ
ー
』と『
ス
ギ
ハ
ラ
・
ダ
ラ
ー
』

は
、
小
説
の
展
開
を
現
実
が
後
追
い
す
る
よ
う

な
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
小
説
に
な
っ
て
い
ま
す

‾『
ウ
ル
ト
ラ・ダ
ラ
ー
』と『
ス
ギ
ハ
ラ・ダ
ラ
ー
』

は
、現
実
と
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
境
目
が
実
に
あ
い

ま
い
で
、そ
の
あ
ま
り
の
現
実
感
か
ら一気
に
読

ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。現
実
が
小
説
を
後
追
い

し
て
い
る
よ
う
に
も
思
い
ま
す
が
‾

　

物
語
の
出
来
事
が
や
が
て
生
起
す
る
近
未
来

の
事
件
を
予
見
し
て
い
る
も
の
を
「
イ
ン
テ
リ

ジ
ェ
ン
ス
小
説
」と
い
い
ま
す
。公
開
さ
れ
た
情

報
、
秘
密
に
さ
れ
て
い
る
情
報
を
精
査
・
分
析

し
、近
未
来
を
ぴ
た
り
と
言
い
当
て
て
い
る
。こ

の
た
め
現
実
の
出
来
事
が
物
語
の
事
件
を
後
追

い
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
で
し
ょ
う
。そ

う
い
え
ば
、こ
う
し
た
タ
イ
プ
の
物
語
は
、日
本

に
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

‾
競
馬
や
馬
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
シ
ー
ン
が
で
て

き
ま
す
が
、競
馬
が
お
好
き
な
の
で
す
か
‾

　

郷
里
が
北
海
道
で
す
か
ら
、
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド

の
牧
場
と
は
と
て
も
縁
が
深
い
の
で
す
。競
走

馬
も
好
き
で
競
馬
場
に
も
小
さ
な
頃
か
ら
出

か
け
て
い
ま
し
た
。今
で
も
、
競
馬
に
は
よ
く

行
き
ま
す
し
、
競
走
馬
を
所
有
す
る
組
織
の
お

世
話
も
し
て
い
ま
す
。

‾
株
や
ギ
ャ
ン
ブ
ル
は
お
好
き
な
の
で
す
か
‾

　

自
分
で
も
不
思
議
な
の
で
す
が
、
ギ
ャ
ン
ブ

ル
運
が
強
い
の
で
し
ょ
う
。学
生
時
代
に
石
油

株
で
大
勝
負
を
し
て
当
て
、
学
校
を
卒
業
す
る

頃
に
は
就
職
す
る
必
要
が
な
い
ほ
ど
で
し
た
。

（
笑
）
海
外
で
は
カ
ジ
ノ
に
も
よ
く
行
き
ま
し

た
が
、
あ
ま
り
負
け
な
い
ほ
う
で
し
ょ
う
ね
。

か
つ
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
航
空
で
機
内
の
ス

ロ
ッ
ト
・
マ
シ
ー
ン
で
航
空
運
賃
が
で
る
ほ

ど
稼
い
だ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。（
笑
）

‾
小
説
を
書
く
の
は
ど
ん
な
場
所
が
多
い
で

す
か
‾

　

北
海
道
の
牧
場
の
ほ
か
は
、
喫
茶
店
で
書
く

こ
と
も
あ
り
ま
す
。意
外
と
集
中
で
き
ま
す
か

ら
。函
館
や
酒
田
な
ど
の
地
方
都
市
に
は
私
の

手嶋　龍一 （てしま　りゅういち）
　NHKワシントン支局長として、同時多
発テロ事件を11日間連続で中継。その冷
静で的確な報告が視聴者の圧倒的な
支持を得た。05年にＮＨＫから独立して
発表した日本初のインテリジェンス小
説『ウルトラ・ダラー』とその姉妹編『スギ
ハラ・ダラー』は、40万部を超えるベスト
セラーに。『たそがれゆく日米同盟～ニッ
ポンFSXを撃て』、『外交敗戦』、『イン
テリジェンスの賢者たち』（いずれも新潮
文庫）もロングセラーとなっている。

（
担
当
／
安
藤
・
河
村
・
明
石
・
滝
川
）

好
み
に
ぴ
っ
た
り
の
喫
茶
店
が
あ
り
ま
す
。原

稿
を
書
い
て
も
疲
れ
な
い
机
の
高
さ
、
静
か
な

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
、
素
敵
な
女
主
人
と
条
件
が

揃
っ
て
い
ま
す
。

‾
小
説
を
映
画
化
す
る
話
は
な
い
の
で
す
か
‾

　

い
ま
で
も
、
い
く
つ
か
の
お
話
を
い
た
だ
い

て
い
る
の
で
す
が
、
一
つ
問
題
が
あ
る
の
で

す
。主
人
公
が
、
日
本
人
よ
り
上
手
な
日
本
語

を
操
る
イ
ギ
リ
ス
秘
密
情
報
部
員
な
も
の
で

す
か
ら
、
そ
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
役
に
ぴ
っ
た
り

の
イ
ギ
リ
ス
人
俳
優
が
見
つ
か
ら
な
い
の
で

す
。ど
こ
か
に
い
ま
せ
ん
か
。

‾
今
後
の
本
の
執
筆
予
定
は
い
か
が
で
す
か
‾

　

英
国
諜
報
局
員
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
に
は
そ
ろ

そ
ろ
英
国
に
帰
国
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

次
々
に
厄
介
な
事
件
を
引
き
起
こ
し
、
も
う
僕

の
身
が
も
ち
ま
せ
ん
。で
も
、
い
ず
れ
は
ま
た
皆

さ
ん
の
前
に
姿
を
現
す
は
ず
で
す
。白
金
界
隈

で
見
か
け
た
ら
編
集
部
経
由
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

◆
取
材
を
終
え
て

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
を
見
て
い
た
時
は
、
誠
実
で

優
秀
な
報
道
解
説
者
と
い
う
印
象
で
し
た
が
、

ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
で
自
由
闊
達
、
話
題
も
広

く
、
日
本
人
と
い
う
枠
を
超
え
た
ス
ケ
ー
ル
の

大
き
な
方
で
し
た
。

　

記
者
一
同
、
手
嶋
さ

ん
の
話
術
に
堪
能
し
、楽

し
い
時
間
を
過
ご
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

思われがちですが、いまや女性の数は飛躍的に増大。その分野はどんどん広がっています。  
今回ご紹介する「女性パワー」にご注目ください。

   ご
存知でしたか？

地域のこんなこ

と

投票所別の
投票率

みなさん
投票にきてね！



❼  みなとっぷ 2010年10月 ❷

（担当／滝川・安・中嶋・河村）

（担当／田中・中嶋）

材料 4人分（8枚） 作り方

　｢昔から、困った人を手助け
するのが好きでした｣と明るく

語る警視庁高輪警察署防犯係の岩元さゆりさん。男性が圧倒的に
多い職場で、現在女性警察官は約15名。岩元さんは若手署員を指
導しながら業務にあたっています。
　学生時代に合気道を習得し、それを生かせる職場を、と願って
警視庁入り。しかし、自動車警ら隊に配属された時は酔っ払いの
保護や喧嘩の仲裁に当たることもあり、身の危険を感じるような
事態に遭遇したこともしばしばでした。
　高輪署に転勤になる前に数カ所の署を経験していますが、｢地
区によって随分カラーが違うものですね。高輪地区は比較的犯罪
が少ないです。それは、歴史がある街で地域コミュニティがしっか

りしていて、みんなで街を守るという意識が強いからではないで
しょうか｣と話す岩元さん。今年の秋からは女性警察官による交番
勤務も開始され、それに合わせて体を鍛え、銃の扱いや逮捕術も
身につけなければ、と顔を引き締めていました。
　なかなか時間通りには帰れない職場ですが、息子さんが「将来、
警察官になりたい」と言うのを聞いた時は思わずグッとくるもの
があったそうで、「母親冥利につきます」と顔をほころばせていま
した。
　最近多い犯罪として、振り込め詐欺、車上ねらい、事務所荒しな
どがあげられますが、これらは警察に頼るばかりでなく、個 人々
が“自分を守る”意識を持つことで防げるはず。「周囲のみんなと協
力して犯罪ゼロの街をつくりあげたい」と熱く語る岩元さんです。

■ 警視庁高輪警察署  岩元さゆり さん

「守ろうよ、私の好きな街だから」
  　　　　　　     をモットーに

　白金２丁目の高輪消防署本署は、管内に３出張所（三光出張所、
二本榎出張所、港南出張所）をかかえています。署員は234名（2010年
10月1日現在）、このうち女性は15名で全員が本署勤務とのこと。
制服姿もりりしい勤務歴6年の菊池美絵さん、5年の田所久美さん
にお話を伺いました。
　消防の仕事は、火災や水難救助、レスキューなど災害現場への出動
や救急救命を行う「警防業務」と、建築物への防火安全指導・検査を
主とする「予防業務」にわかれます。田所さんは、「警防業務」の救急
隊員として実際に救急車の運転に従事し、菊池さんは、「予防業務」
の係員としてインタビュー直前まで建築関係者へ細やかな安全指導を
していました。こうした専門知識や技術を磨き、厳しい業務をこなすた
めには、日頃の先輩の指導や研修はもちろんのこと、資格試験やスキル

アップのための勉強、日々 の筋力トレーニングは欠かせないそうです。
　消防官を選んだ理由と今後の目標について、菊池さんは「親戚
に消防職員がいて親しみがあった。現在の業務をもっと広く勉強
したい」、田所さんは、「人命救助に携わる消防官を志望し、現在
の救急隊とポンプ隊の仕事を極めていきたい」とのこと。また、こ
れから消防官を目指す後輩へのアドバイスとして「やる気があれば
種々選択肢のあるやりがいのある職場。男女差別がない代わりに
日々の筋力トレーニングや専門知識の勉強が必要で、人命を預か
る仕事として責任感をもってもらいたい」とのことでした。
　お2人からは「たいへん」の言葉はなく、スマートで礼儀正しいの
が印象的でした。危険を伴う仕事のため、安全に注意してこれから
も頑張っていただきたいですね。

■ 東京消防庁高輪消防署  菊池美絵 さん / 田所久美 さん

やる気さえあれば、
　　　とことんチャレンジできる職場

地域の
HOTな
女性たち

わがまち
の安全を

守る！
わがまち

の安全を
守る！

① ジャガイモをすりおろし、水分を切る。
② 全ての材料を混ぜる。
③ フライパンに油を熱し、②（１／８量）を
 おとし丸くのばす。
④ 焼き色がついたら、ひっくり返して両面を
 香ばしく焼く。（※）
⑤ 表面におろしにんにくをぬり、皿に盛って
 サワークリーム（分量外）をかける。

■ジャガイモ ８個
■小麦粉　　　　 大さじ１
■溶き卵　　　　 1個分
■サワークリーム　 大さじ１
■塩　　　　　　 小１

ベラルーシの郷土料理 ドラニキ
大使館勤務のエレーナさんおすすめ

※ 豚挽き肉と玉ねぎをこねて、塩こしょう等で味付けしたものを中に薄く入れて焼くこともあります。

＜担当者より＞
チーズやハム、明太子
などを入れても

美味しいと思いますよ♪

高輪地区は、災害や犯罪が少なく安心して住めるまちといわれています。
こうした住環境を実現するために、警察・消防をはじめとし、地域の安全を守るために、
日夜努力している人たちがいます。安心・安全を守る仕事というと、とかく男性の職場と 「むかーし　むかし　旅人たちは大きな２本の「えのき」の木を目じるしに旅を続け、

いつしかその場所は二本榎と呼ばれるようになったそうな・・・」かつて港区内には、歴史
や文学等に残る旧町名が多く存在しました。こうした旧町名を、文化の視点から保存す
るため高輪地区には７基の旧町名由来板が設置されています。旧町名由来板の紹介や
クイズの出題を盛り込んだハンドブック（一部英文併記）を片手に、由来板を巡り、地元
の歴史や文化を再発見しましょう！ 出題されたクイズに答えた正解者の中から毎月抽選で
50名様に記念品を差し上げます！ 皆さん奮ってご応募ください。

募 集 期 間： 平成22年10月1日～平成23年3月31日まで
     （記念品の引き換え 10月分から平成23年3月分まで計6回を予定）
対　　　象： 大人や子どもどなたでも
冊子の配布： 高輪地区総合支所、高輪区民センター、管内の児童館、福祉会館など
【問い合わせ】 高輪地区総合支所協働推進課地区政策係　☎5421－7123

旧町名由来板で巡る高輪歴史散歩！

今年は、小中学校・保育園などを対象とした「あっぷリ
ング高輪フェスティバル」との合同開催です！ バレエ、
日舞やゴスペルなどの催しや絵画などの展示、ゲーム
コーナーの他、模擬店や高輪地区商店街の出店など楽
しさがいっぱいです！
日　時： 11月13日（土）10：00～18：30
 11月14日（日）10：00～17：00
場　所： 高輪区民センター1階～3階　
【問い合わせ】 高輪区民センター ☎5421－7616

輪い輪いまつり

白金志田町倶楽部主催のJAZZライブ12月は、女性ボーカルを含む5人グループ「小山尚希
クインテット」によるクリスマス・ライブです。ジャズ風にアレンジしたクリマスメドレーと、
ベース、サックス、ピアノ、ドラムによる華麗な演奏をお楽しみ
ください。保護者同伴でお子様もぜひご参加ください。
日　時：12月14日（火）19：00～
場　所：David’s Deli（イスラエル料理）三田5－13－13
ミュージックチャージ：1,500円（子ども500円）※飲食代別
【問い合わせ】白金志田町倶楽部　
　　　　　　☎3444－2920予約制（先着30名）
e-mail：kai@ifaps.org　URL http://shidamachi.exblog.jp/

あっぷリング高輪フェスティバル

イ べ ントイ べ ント
地域の

地区に在る3つの大学による秋の大学祭！
それぞれ趣向を凝らしたイベントで盛り上がります。

期間中、オープンキャンパス日には受験生に対する進学相談を実施します。
また明治学院大学では無料の法律相談も受けられますよ！

（詳細は8ページ参照）

■第31回北里大学白金祭         テーマ：SAI

■明治学院大学 ’10白金祭       テーマ：無限大

■東海大学 第2回高輪建学祭   テーマ：Link

日　時：10月30日（土）、31日（日）
場　所：北里大学白金キャンパス　白金5－9－1
URL  http://kitasato-u.ac.jp/pharm/campus/gakusai/

日　時：11月1日（月）～3日（水）
場　所：明治学院大学白金キャンパス　白金台1－2－37
URL  http://www1.meijigakuin.ac.jp/～shirosai/

日　時：11月1日（月）～3日（水）
場　所：東海大学高輪校舎　高輪2－3－23
URL  http://ameblo.jp/kengakusai-takanawa/ 

大学祭
に

行こう！

子どもから高齢者までさまざまな世代が楽しみふれあう
ことでまちのにぎわいを生み出す一大音楽イベントで
す！アマチュアバンド等出演者の演奏をはじめ、地域の
皆さんから集めたフレーズをつなぎ合わせてつくった
オリジナルソングの披露、地域の皆さんとアーティスト
の合奏、アーティストの演奏などプログラムは盛り沢山
です。こころゆくまでご堪能ください。
日　時： 11月27日（土）13：30～17：00（13時開場）
会　場： 明治学院大学 アートホール（港区白金台1－2－37）
定　員： 200名（来場者多数の場合、入場整理券をお持ちの方優先）
費　用： 無料
申　込： 入場整理券を送付しますので11月12日（金）
 までにみなとコールへ
 ☎5472－3710（7：00から23：00まで）
詳しくは広報みなと10/21号、HP等をご覧ください。
【問い合わせ】 
高輪地区総合支所
協働推進課地区政策係　
☎5421－7123

音　楽
白金高輪
グリーンミュージックフェスティバル

東海大学フィルハーモニック室内管弦楽団サロンコンサート
東海大学管弦楽団OBによるサロンコンサート。今年はモーツァルト「ドンジョバンニ」、ケル
ビーニ「メディア」の各オペラ序曲、そしてメンデルスゾーン「交響曲第１番」ほかをお届けします。
日　時： 12月11日（土）15：10開演
場　所： 東海大学高輪校舎 4号館
　　  　 地下１階 コメドール 高輪2－3－23
入場料： 無料（定員100名 申込締切 12月1日）
【問い合わせ】
東海大学エクステンションセンター
☎5793－7133

白金志田町倶楽部JAZZライブ クリスマス・スペシャル

2009年12月クリ
スマスライブの様

子
平成21年度開催の様子

三田台公園

輪音
わ　お　ん

～音楽で結ぶ地域の輪～

※ドラニキ：
　ジャガイモを
　すりおろすこと
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史
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化
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ま
し
た
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ら
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材
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●
私
た
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取
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巻
く
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境
は
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年
前
と
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べ
て
、

あ
ら
ゆ
る
面
で
超
飛
躍
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歩
し
ま
し
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か
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年
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ど
ん
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世
界
に
な
っ
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い
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ょ
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ど
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私
達
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が
る
の
で
す
か
ら
、１
日
１
日
を
責
任
を
も
っ
て
、

大
切
に
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け
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）

●
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嶋
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な
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来
の
世
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い
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と
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。
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ベ
ン
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り
ま
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●
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材
し
か
参
加
で
き
ま
せ
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た
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皆
さ
ん
に
お
任
せ
で
し
た
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楽
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●
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い
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に
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ま
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楽
し
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け
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安
）

●
い
ろ
い
ろ
な
分
野
で
活
躍
す
る
女
性
た
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は
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頼
も

し
く
、
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し
て
美
し
い
。
ど
こ
ま
で
範
囲
が
広
が
っ
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い
く
の
か
楽
し
み
で
す
。（
谷
知
）

●
9
・
1
1
の
ア
メ
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カ
同
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多
発
テ
ロ
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臨
場
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ふ
れ
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Ｔ
Ｖ
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憶
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で
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ら
な
い
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秀
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ャ
ー
ナ
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●
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に
、
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分
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う
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す
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邉
）
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　高輪警察署署員の方の話では、この高輪地区管内の住宅地は
東京では犯罪の少ない地域だそうです。特に、最近、住宅への侵入
窃盗（空き巣）が減ってきているのが特筆されます。新しいマンション
はセキュリティを強化されたものが多く、マンションの入口にすら、なかな
か入ることができなくなりました。それも一つの要因でしょう。しかし、
その理由だけではありません。
　署員の方の話では「地域のコミュニティがしっかりして、住民がお互い
に注意して見守っているから」だそうです。さらに、港区では「みんなと
パトロール」という標語を掲げ、住民、区職員、委託業者など一体となっ
て地域をパトロールすることに力を入れています。住民のパトロールは町
会だけでなく、いろいろな団体で行っています。区職員も自転車でパト

ロールしている姿も見かけます。委託業者の「みんなとパトロール」の車
も巡回しています。また、交番のおまわりさんも自転車で地域を回ってい
ます。住民、行政が一体となった地域安全の取り組みの成果が少しずつ
現われてきているのでしょう。
　港区の人口の統計を見ると、高輪地区総合支所管内には、20代～40代
の女性数が男性数より多く、単身女性が多く住んでいるのではないかと
思われます。単身女性が住居を構える時、地域が安全であることが重要
な条件になっています。女性が多いということは、女性から地域の安全
性が評価されているのかも知れませんね。しかし、くれぐれも油断は禁物
ですよ。地域の安全は、一人ひとりの防犯意識の向上が基本であること
は言うまでもありませんから・・・。

犯罪の少ない安全なまちに

表
紙
絵
　

国
立
自
然
教
育
園
に
て

              

ア
�
ト
ト
ラ
ス
ト
・
高
輪
水
彩
ス
ケ
�
チ
倶
楽
部
　
鈴
木 

恒
雄 

さ
ん

※ワークショップとは、区の具体的な計画づくりや設計作業の段階で、住民・
　行政が協働してつくり上げていく場であり、住民主体、住民参加型のまち
　づくりの手法です。　　　　　
■高輪森の公園
　第一回ワークショップ　平成22年９月３日開催（計5回を予定）
　港区の公園の中でも特有な自然の地形（斜面地）や歴史を感じさせる岩組
　みなど、現在の自然を生かしつつ、様々な可能性が期待できる公園づくり
　が進められそうです。　　　　　　　
■高輪一丁目児童遊園（拡張整備）
　第一回ワークショップ　平成22年９月22日開催（計6回を予定）
　現児童遊園の隣にあった宮内庁高輪宿舎１号棟跡地を取得して、児童遊園
　を拡張することで、防犯上の安全性確保と緑豊かな斜面緑地を生かした
　新たな公園に生まれ変わることが期待されます。

身近な法律トラブルに対して、明治学院大学出身の弁護士、司法
書士、弁理士、税理士、行政書士、社会保険労務士など専門法律
家が相談を受けます。相談時間は1人あたり30分以内です。
日　時： 平成22年11月3日（水・祝）11：00～16：00
 （受付は10：30～15：30）
場　所： 明治学院大学白金校舎1452教室（白金台1-2-37）
対　象： 区内在住・在勤・在学者
申　込： 直接会場にお越し
 ください。

平成22年度

子育てママのほっとひといき講座 マタニティ教室
出生後５～８ヶ月児の第一子の赤ちゃんとその保護者を対象に、「ベビー
マッサージ」・「生活リズムのつくり方」・「赤ちゃんの栄養」・「事故予防」な
どについて講義します。また、子ども連れで遊べる場所などの情報交換や港
区の子育てサービスの紹介など、親子や他の参加者と交流しながら一緒に
理解を深めていきます。

日　時： 平成22年12月2日･16日／平成23年1月6日･1月20日（木・全４回）
　　　 13：30 ～ 15：00
対　象： 区内在住で、平成22年4月～8月生の第一子の赤ちゃんとその保護者
定　員： 12組（抽選）
申　込：11月25日（木・必着）までに、往復はがきでお申し込み下さい。
往復はがきの往信面に①「子育てママのほっとひといき講座」参加希望
②氏名・生年月日（ママと赤ちゃん）③住所④電話番号⑤「育児について思
うこと」を明記の上、返信面に郵便番号・住所・氏名を書いて、下記問い
合わせ先まで（住所は枠外参照）

妊娠20週以降の妊婦で初めて出産されるママとパパを対象に、「妊娠中
の過ごし方」・「お産の経過と呼吸法」・「沐浴の仕方」などについて講義
します。また、妊娠中に知っておきたい「母子保健と福祉の制度」や「妊
娠中の栄養」など安心して出産できるようにするための教室です。

日　時： 平成22年12月16日／平成23年1月20日（木・全２回）
　　　 10：15 ～ 11：30
対　象： 区内在住で、妊娠週数20週以降、初めて出産されるママとパパ。
定　員： 10組（抽選）
申　込：12月9日（木・必着）までに、往復はがきでお申し込み下さい。
往復はがきの往信面に①「マタニティ教室」参加希望②氏名・生年月日
（ママとパパ）③出産予定日④住所⑤電話番号⑥「妊娠・出産について
気になること」を明記の上、返信面に郵便番号・住所・氏名を書いて、下記
問い合わせ先まで（住所は枠外参照）

相談のイメージ

法律相談会
を行います

今回の2つの公園とも平成24年
度（予定）の整備工事～開園に向
けてのスタートとなりましたが、
これまで亀塚公園や白金台どん
ぐり児童遊園が同様の手法で整
備されてきており、整備後も住民
がつくり上げたという気運のたか
まりが感じられる公園になったこ
とでも、将来が楽しみですね。

救急相談センター（24時間受付・年中無休）
  携帯・プッシュ回線　＃ 7119
  つながらない場合は　☎ 3212－2323

【問い合わせ】
高輪地区総合支所
協働推進課地区政策係
☎ 5421－7123

高輪地区で2つの公園づくり
ワークショップが始まりました

高輪消防署からのお知らせ

無料

迷ったら

病院にいった方がいいのかな？

＜2講座共通＞
講　師： ・高輪地区総合支所の保健師
 ・歯科医師　園部昌志
 ・ベビーマッサージセラピスト　木村明子
 ・栄養士　兼子倫子
場　所： 明治学院大学社会学部付属研究所
【問い合わせ】区民課保健福祉係　☎ 5421－7085


